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１．調査概要 

 

（１）調査の目的 

本アンケート調査は、松本市住宅マスタープランの見直しにあたり、市民の方の住まい

に関する意見を把握し、今後の住宅施策の参考とするために実施した。 

 

（２）調査期間 

令和５年１０月３０日（月）から 

令和５年１１月１２日（日）まで 

 

（３）調査対象 

松本市民や松本市の住宅に興味のある方 

 

（４）調査方法 

専用フォームによるＷＥＢアンケート 

 

（５）回答状況 

   ４８５件 

 

《集計結果における留意点》 

・集計結果は小数点第２位を四捨五入、または小数点第１位を四捨五入しているため、合計が

１００％に満たない、または超える場合がある。 

・複数回答の設問は、集計結果の合計が１００％を超えることがある。 

・無回答には、無効回答（選んだ選択肢の判別が困難なもの、択一回答の設問で複数の選択肢

を選んでいるものなど）が含まれる。 

 ・クロス集計のグラフのうち、全体の５％に満たないサンプルは数字を非表示とする。 

 ・「年齢別：２０歳未満」はサンプル数が少ないため、参考値とする。 
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２．集計結果 

 

【あなた自身について（回答者の属性）】 

問１．性別 

あなたの性別をお答えください。［記入は任意です］ 

 

回答者の性別は「男性」が５２.８％、「女性」は４４．７％であった。 

 

 

図１－回答者の性別 

 

問２．年齢 

あなたの年齢をお答えください。［該当するもの１つに○］ 

 

回答者の年齢は、４０代の回答者数が最も多くなっており、次いで５０代、３０代の回答者が

多くなっている。 

 

 

図２－回答者の年代 
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問３．居住地 

あなたのお住まいはどちらですか。［該当するもの１つを選択］ 

 

回答者の居住地は、「松本市内」が９２．０％と最も多く、次いで「長野県内（松本市外）」が

６．８％、「長野県外」は１.２％となっている。 

 

 

図３－回答者の居住地域 

 

 

 

「松本市内」の回答者の居住地区は、「中央南部地域」が１７．８%と最も多く、次いで「南

部地域」が１３．３％となっている。 

 

 

図４－回答者の居住地区（松本市内） 
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（参考）松本市３５地区表 

 

 

 

松本市外の回答者の居住地は「安曇野市」が１４件と最も多く、次いで「塩尻市」が７件と

なっている。 

 

 
図５－回答者の居住地区（松本市外） 
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問４．職業 

あなたの職業は何ですか。［該当するもの１つを選択］ 

 

回答者の職業は、「会社員、会社役員」が５０．７％と大半を占めており、次いで「パート、ア

ルバイト、派遣社員」が１３．２％、「無職」が９．３％となっている。 

 

 

図６－回答者の職業 
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問５．家族構成 

あなたの家族構成をお答えください。［該当するもの１つを選択］ 

 

回答者の家族構成は、「親と子の世帯（２世代）」が５１．１％と最も多く、次いで「夫婦のみ

の世帯」が２６.０％、「単身世帯」が１０.７％となっている。 

 

 

図７－回答者の家族構成 

 

年代別に見ると、「20～29 歳」では「単身世帯」、「70 歳以上」では「夫婦のみの世帯」が最も

多く、それ以外の年代では「親と子の世帯（２世代）」が最も多かった。「祖父母と親と子の世帯

（３世代）の割合が最も高かった年代は、「50～59 歳」であった。 

 

 

図８－年齢別家族構成 
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問６．住宅の種類 

あなたが現在お住まいの住宅の種類についてお答えください。［該当するもの１つを選択］ 

 

回答者の現在お住いの住宅の種類は、「新築の一戸建て」が３７．７％と最も多く、次いで、「中

古の一戸建て」が２８．７％、「民間の賃貸住宅（共同住宅）」が１７．９％となっている。 

 

 

図９－回答者の現在お住いの住宅の種類 

 

なお、本アンケートにおける「新築」及び「中古」の定義は下記のとおりであり、新築・中古

の判断は回答者が入居されたときの状態で回答してもらっている。 

 

※１ 新築：人が住んだことのない、完成から１年以内の住宅 

※２ 中古：自分が住む前に人が住んだことのある住宅や、完成から１年を超えている住宅 
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年代別で見ると、新築の一戸建ては２０代、５０代以外の全ての年代で最も多くなっており、

２０代は「民営の賃貸住宅（共同住宅）」が最も多く、５０代は「中古の一戸建て」が最も多くな

っている。 

 

 

図１０－年代別住宅の種類 
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【理想の住まいを実現するために重要視する「もの」、「こと」について】 

問７．将来希望される住宅の種類 

あなたが将来、希望される住宅の種類についてお答えください。［該当するもの１つを選択］ 

 

回答者の将来希望される住宅の種類は、「今のままでよい」が５６．７％と最も多く、次いで、

「新築の一戸建て」が２２．３％、「中古の一戸建て」が６．２％となっている。 

 

 

図１１－将来希望される住宅の種類 

 

年代別でみると、年代が上がるにつれて「今のままでよい」回答者が増加している傾向にあ

る。 

 

 

図１２－年代別将来希望される住宅の種類 
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 現在のお住まい別でみると、「新築の一戸建て」、「新築のマンション」、「中古の一戸建て」、「中

古のマンション」、「民営の賃貸住宅（一戸建て）」は「今のままでよい」の回答が最も多く、現在

のお住まいが「民営の賃貸住宅（共同住宅）」、「社宅・寮」は「新築の一戸建て」を希望する回答

が最も多かった。現在のお住まいが「公営住宅（市営住宅、県営住宅）は全体の６７％が継続し

て公営住宅への入居を希望する旨の回答であった。 

 

 

図１３－現在のお住まい別将来希望される住宅の種類 

 

  

↑
現
在
の
お
住
ま
い 

↑
将
来
希
望
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れ
る 

お
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ま
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問８．住宅について重要視する「もの」、「こと」 

あなたが理想の住まいを実現するために、住宅について重要視するもの、ことは何ですか。［該

当するもの５つまでチェック］ 

 

理想の住まいを実現するために住宅について重要視する「もの」、「こと」は、「住宅の価格、家

賃」２８７件と最も多く、次いで「広さや間取りが生活に合っていること、また生活に合わせて

リフォームしやすいこと」が２６９件、「採光、通風等の室内環境が良いこと」が２４３件、「断

熱性能、省エネ性能が高いこと」が２２３件と続いている。 

 

 
図１４－住宅について重要視する「もの」、「こと」 
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年代別でみると、「広さや間取りが生活に合っていること、また生活に合わせてリフォームし

やすいこと」がどの年代でも多く、年代が上がるにつれ、「住宅の価格、家賃」の割合が高くなっ

ている。 

 

 
図１５－年代別住宅について重要視する「もの」、「こと」 
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問９．住まいを取り巻く周辺の居住環境として重要視する「もの」、「こと」 

あなたが理想の住まいを実現するために、住まいを取り巻く周辺の居住環境として重要視する

もの、ことは何ですか。［該当するもの５つまでチェック］ 

 

理想の住まいを実現するために住まいを取り巻く周辺の居住環境として重要視する「もの」、

「こと」は、「通勤・通学・買い物・病院等に便利な場所に立地していること」が３４３件と最も

多く、次いで「治安や防犯上の不安が少ないこと」が２７０件、「自然災害を受けにくい立地であ

ること、また自然災害発生時に避難しやすい住環境であること」が２５６件と続いている。 

 

 

図１６－住まいを取り巻く周辺の居住環境として重要視する「もの」、「こと」 
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年代別でみると、年代が上がるにつれ、「緑が多く、空気がおいしいこと」が増加傾向にあり、

特に６０代以上においては、「福祉・介護の生活支援サービスが充実していること」、「近隣住民や

地域との交流・つながりが持てること」の割合が増加している。 

 

 
図１７－年代別住まいを取り巻く周辺の居住環境として重要視する「もの」、「こと」 
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問１０．入れたい、または入れてよかった設備・部材 

あなたが理想の住まいを実現するために、入れたい、または入れてよかった設備・部材（家づ

くりをお仕事にされている方からのオススメ設備・部材）があれば、次のキーワードを選択し、

詳細をご入力ください。 

 

入れたい、入れてよかった設備・部材のキーワードは、「健康住宅・断熱住宅」が２３５件と最

も多く、次いで「防災・防犯」が１１５件、「脱炭素（省エネ設備等）」が１１３件と続いている。 

 

 

図１８－入れたい、または入れてよかった設備・部材のキーワード 

 

 

 

■ キーワード別入れたい、または入れてよかった設備・部材（主要な意見の抜粋） 

＜脱炭素（省エネ設備等）＞ 

・太陽光発電システム 

・エコキュート 

・蓄電池（家計がエネルギー価格の上下に影響されづらくなり、災害時も活用できそうだか

ら） 

・電気自動車充電用コンセント（将来的に電気自動車へ移行するかもしれないから） 

・雨水貯留タンク 

・緑化ブロック 

など 

＜木材・木質部材＞ 

・無垢材のフローリング 

・県産木材を使った家（無垢のフローリングは冬でもあまりひんやりせずに快適に過ごせて

いる） 

・無垢材を使用した柱、床等（経年変化が楽しめるもの） 

・県産木材と、壁は漆喰塗りと自然素材にこだわった健康住宅 

など 

＜健康住宅・断熱住宅＞ 

・二重サッシ(冬場の防寒のため) 

・外断熱工法と蓄熱の暖房機（夏は暑すぎず、冬は寒すぎず、クーラー無しでも暮らせる） 
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・２４時間換気システム 

・ブローイング断熱 

・全館空調 

など 

＜防災・防犯＞ 

・防犯用窓ガラス 

・マンション入り口、エレベーターのロック解除に顔認証が採用されている 

・玄関ドアタッチキー 

など 

＜子育て＞ 

・リビングから子供が見える１．５階のスキップフロア 

など 

＜テレワークや感染症対策などの「新しい生活様式」＞ 

・戸建てですが、宅配ロッカーをつけています。ネットで物を買う時外出時や仕事で手がは

なせないときに便利です。 

・情報機器用のコンセントや HUB などの集中的な目隠し設置（ルータや各種充電器、AC アダ

プターなどが多い現代に、それぞれが目隠しされた場所に集中的に接続できたら、スマート

な居住空間となるため） 

・光 LAN ケーブルのコンセント化。壁から有線で光ケーブルを取り入れることができること。 

など 

＜先端技術＞ 

・キッチンタッチレス水栓（手をかざすだけで水を出したり止めたりできるので、手が汚れ

ていても使いやすく便利） 

・玄関スマートキー 

など 

＜その他＞ 

・３Ｄ技術による建築 

・食器洗い乾燥機 

・衣類乾燥機 

・リビングクローゼット 

・土間収納 

など 
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【松本市の住宅政策について】 

問１１．松本市が特に力をいれてもらいたいと思う分野 

市が住宅施策を進めるうえで、あなたが特に力をいれてもらいたいと思う分野は何ですか。［該

当する分野にチェック、複数可］ 

 

市の住宅施策で力をいれてもらいたい分野は、「環境・健康・安全に配慮した住まいづくり」が

２７８件と最も多く、次いで「誰もが安心して暮らせる住まいづくり」が２４６件と続いている。 

 

 

図１９－松本市が特に力をいれてもらいたいと思う分野 
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年代別でみると、年齢が高くなるにつれ、「多様な世代の支えあいとコミュニティの形成」、「誰

もが安心して暮らせる住まいづくり」の割合が高くなっていく傾向にある。 

 

 

図２０－年代別松本市が特に力をいれてもらいたいと思う分野 
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分野別にみると、『１｜環境・健康・安全に配慮した住まいづくり』を市が進めるうえで力をいれ

てほしい施策は、「健康長寿の住まいづくり（断熱性能を備えた住宅の普及促進など）」が１４９

件と最も多く、次いで「高齢者等が安心して暮らすことができる住まいの支援（住まいのバリア

フリー化など）」が１３２件となっている。 

 

 

図２１－特に力を入れてほしい住宅施策 

（環境・健康・安全に配慮した住まいづくり） 
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 年代別でみると、年代が上がるにつれ、「高齢者等が安心して暮らすことができる住まいの支援

（住まいのバリアフリー化など）」の割合が高くなっている。また、２０代における「マンション

の適正な管理の普及促進」の回答の割合が他の年代に比べ、高くなっている。 

 

 

図２２－年代別特に力を入れてほしい住宅施策 

（環境・健康・安全に配慮した住まいづくり） 

 

※３ ＺＥＨ住宅：太陽光発電などによる電力創出・省エネルギー設備の導入・外皮の高断熱利

用などにより、年間を通して、生活で消費するエネルギーよりも生み出すエネルギーが上回る住

宅 
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『２｜多様なニーズに応じた住まいづくり』を市が進めるうえで力をいれてほしい施策は、「空

き家対策」が７２件と最も多く、次いで「ライフステージに応じた柔軟な住替えの促進」が７０

件となっている。 

 

 

図２３－特に力を入れてほしい住宅施策 

（多様なニーズに応じた住まいづくり） 
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 年代別でみると、２０～３０代で「職育近接の住まいづくり（地域や職場の子育て支援施設

等）」の割合が高くなっている。「非接触型の暮らしの推進（宅配ボックス等）」は２０代の割合が

他の年代に比べ、高くなっている。また、年代が上がるにつれ、「ライフステージに応じた柔軟な

住替えの促進」の割合が高くなっている。 

 

 

図２４－年代別特に力を入れてほしい住宅施策 

（多様なニーズに応じた住まいづくり） 
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このうち『空き家対策』を市が進めるうえで力をいれてほしい施策は、「空き家の改修や解体に

対する補助制度を充実する」が４９件と最も多く、次いで「賃貸・売却を希望する空き家情報を

提供する仕組みや制度を充実する」が４４件となっている。 

 

 

図２５－特に力を入れてほしい住宅施策 

（空き家対策） 

 

 

 年代別でみると、３０代、７０代では「賃貸・売却を希望する空き家情報を提供する仕組みや

制度を充実する」の割合がもっとも高く、その他の年代では、「空き家の改修や解体に対する補助

制度を充実する」の割合がもっとも高くなっている。 

 

 

図２６－年代別特に力を入れてほしい住宅施策 

（空き家対策） 
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『３｜多様な世代の支えあいとコミュニティの形成』を市が進めるうえで力をいれてほしい施

策は、「高齢期に備えた総合的な住まいの相談体制の充実」が５４件と最も多く、次いで「多様な

世代がつながり交流するミクストコミュニティ形成の促進」と「子育て・共働き世代に配慮した

まちなか居住の推進」が４５件となっている。 

 

 

図２７－特に力を入れてほしい住宅施策 

（多様な世代の支えあいとコミュニティの形成） 

 

※４ ＩＯＴ：Internet of Things｜今までインターネットにつながっていなかったモノ（テレ

ビ、デジタルカメラなど）をインターネットにつなぐこと。 
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 年代別でみると、２０代では「子育て・共働き世代に配慮したまちなか居住の推進」の割合が

最も高くなっており、「ＩＯＴ技術を活用した高齢者の見守りに関する施策」は４０代と７０代が

他の年代に比べ、高くなっている。 

 

 

図２８－年代別特に力を入れてほしい住宅施策 

（多様な世代の支えあいとコミュニティの形成） 
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『４｜誰もが安心して暮らせる住まいづくり』を市が進めるうえで力をいれてほしい施策は、

「災害発生時の住まいの確保」が１８６件と最も多く、次いで「住宅要配慮者への生活相談・支

援体制の確保」が１１８件となっている。 

 

 

図２９－特に力を入れてほしい住宅施策 

（誰もが安心して暮らせる住まいづくり） 

 

 

 

 年代別でみると、どの年代においても同様の割合となっている。 

 

 

図３０－年代別特に力を入れてほしい住宅施策 

（誰もが安心して暮らせる住まいづくり） 
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『５｜住生活産業の発展と新技術の活用』の住宅施策を市が進めるうえで力をいれてほしい施

策は、「新技術を生かした住まいの普及」が４７件と最も多く、次いで「既存住宅流通の活性化の

促進、リフォーム市場の拡大」が３７件となっている。 

 

 

図３１－特に力を入れてほしい住宅施策 

（住生活産業の発展と新技術の活用） 

 

※５ 建設キャリアアップシステム：技能者が、技能・経験に応じて適切に処遇される建設業目指

して、技能者の資格や現場での就業履歴等を記録・蓄積し、能力評価につなげる仕組み 
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 年代別でみると、各年代とも「新技術を生かした住まいの普及」の割合が最も高く、次いで

「既存住宅流通の活性化の促進、リフォーム市場の拡大」となっている。 

 

 

図３２－年代別特に力を入れてほしい住宅施策 

（住生活産業の発展と新技術の活用） 
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問１２．松本市の住宅に関する施策へのご意見 

その他、松本市の住宅施策に関するご意見・ご要望がございましたら、ご記入ください。 

 

■ 自由意見の分野別意見数（主な分野） 

＜まちづくりに関すること＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３件 

＜補助制度、支援制度に関すること＞・・・・・・・・・・・・・・・・・１２件 

＜住宅政策全般に関すること＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８件 

＜道路、交通に関すること＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７件 

＜空き家対策に関すること＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５件 

＜市営住宅に関すること＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４件 

＜マンションに関すること＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３件 

＜建築制限に関すること＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２件 

 


